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１．組織の概要

(1)　事業者名　　　　三和建設工業株式会社

（2）代表者氏名　　　佐藤　ひとみ

（3）環境管理の責任者・担当者及び連絡先　

環境管理責任者　　池口　博利 　

担当者　　　　　　　　青柳　藍美

連絡先　　　　　　　　〒252-0253　　神奈川県相模原市中央区南橋本3-9-13

Ｔｅｌ　　　　　　042-774-5222

Ｆａｘ　　　　　　042-703-0410

Ｅ－ｍａｉｌ　　　　　　　ｍｍｍ@sanwakensetu.com

（4）所在地

本社　〒252-0253　　神奈川県相模原市中央区南橋本3-9-13

（5）事業内容

土木工事業、舗装工事業、水道施設工事業

（6）事業の規模　第５５期（2021年10月～2022年9月）

売上高　　　　　　　　10億円　（2021年10月～2022年3月）

従業員数　　　　　　　９名

事務所床面積　　　320m2

２．対象範囲（全組織・全活動）

（1）認証・登録対象組織　

本社

（2）認証・登録対象活動

土木工事業、舗装工事業、水道施設工事業



３．環境経営方針

【企業理念】

【行動指針】
1

2 関係法令・条例および当社が」同意する、その他の要求事項を順守する。
3 地球環境の汚染と予防と環境保護を考えて次の事項を実行します。

（１）産業廃棄物および建設副産物の適正処置を行う。
（２）施工において地域の環境配慮の提案と推進。
（３）重機・建設機械の大気汚染と燃料消費の低減をおこなう。
（４）教育・広報活動を通じ事業活動に係る、すべての者の環境意識を高める。

4

5 安全は常識の適応であり会社と従業員を守るためにある。
6 全従業員にこの環境方針を周知します。

三和建設工業株式会社
代表取締役　佐藤　ひとみ

環　境　経　営　方　針

　当社は土木施工業務を通じ、顧客満足の最適化を図り、地球環境保全に貢献し、会社
の繁栄と従業員個人の幸福度を高めるため、次の事項を実施する。

顧客要求事項を満たすために要求事項を遵守し、営業技術、製造技術、管理技術を
向上するように努め顧客満足を得るようにする。

この方針を実現するために定期的なマネジメントレビューを実施し、継続的改善を図
る。

2022年10月28日



４．環境経営目標

承　　認 作　　成
2023/2/28 2023/2/28
佐藤 青柳

運用期間相当 運用期間

2021年11月 2022年11月

～2022年1月 ～2023年1月

（排出量） （排出量） （排出量） （排出量） （排出量） （排出量）

総量 総量 2％削減 2％削減 4％削減 6％削減

kg-CO2 100,839.04 17,632.51 98,827.03 17,281.54 96,810.15 94,793.27

2%削減 2%削減 3%削減 4%削減

kWh 16,360 4,489 16,033 4,399 15,869 15,706

kg-CO2 6,969.00 1,916.81 6,829.62 1,878.47 6,712.67 6,643.47

3%削減 3%削減 5%削減 7%削減

L 37,423.89 6,334.99 36,301.17 6,144.94 35,552.70 34,804.22

４．廃棄物排出量の削減

（事業系一般廃棄物排出量） ㎏ － －

（再資源化率） （再資源化率） 1%改善 1%改善 2%改善 2%改善

％ 96.1 95.5 97.0 96.4 98.0 98.0

（水使用量） （水使用量） 1%改善 1%改善 2%改善 2%改善

㎥ 161 39 160 38 158 37

（評価点） （評価点） （評価点） （評価点） （評価点） （評価点）

点 75 75 76 77 77 78

注：

2)自動車燃料は、建築現場のガソリンと軽油を含む。

4）購入電力の目標は本社事務所と通常現場とする。

2022年実績より
設定

2022年実績より設定

５．再資源化率の向上
（建設リサイクルの推進）

６．水使用量の削減（事務所）

７。　竣工検査評価点の向上
（自らが施工・販売・提供する製品，
設備，土木建築物等の環境性能の向
上及びサービスの改善）

実績値把握

１．二酸化炭素排出量の削減

２、電力使用量の削減
（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　0.423ｋｇ－CO2/ｋWh）(注
1)

３、自動車燃料使用量の削減注2

実績値把握

3）当社は化学物質にかかわるものは使用してないので目標としては取り上げていません。

1)　購入電力の二酸化炭素排出係数：　国が公表する電気事業者ごとの調整後排出係数を使う。本社は㈱USEN　NETWARKS（0.423ｋｇ-CO2/kWh）
建設現場は東京電力（0.443ｋｇ-CO2/kWh）　2020年度実績調整後CO2排出係数

環　境　経　営　目　標

環境経営目標

基準（実績） 年度目標 中期目標

2021年度 2022年度

2023年度
(2023年10月
～2024年9月）

2024年度
（2024年10月
～2025年9月）

通年(2021年10
月～2022年9

月）

通年(2022年10
月

～2023年9月）



５．環境経営計画

基準年度：２０２1年度 評価○：達成、×：未達、-：実績なし □：計画　　■：実施

10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月

1 二酸化炭素排出量の削減 ・電力使用量の削減 青柳 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □
量の削減 ２％削減（→９８％） ・低公害車・低燃費車の導入 ■

17,634.23ｋｇ-CO2 ・作業効率の向上 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □
↓

17,281.54ｋｇ-CO2 　　計画排出量累計（ｋｇ） 5,760 5,760 5,760
同累計（㎏） 5,760 11,520 17,280

　　実績排出量累計（ｋｇ） 19,084 27,495 18,698

同累計（㎏） 19,084 46,579 65,277

評価
2 電力使用量の削減 青柳

（二酸化炭素排出係数： ２％削減（→９８％） ・装置の不使用時電源ＯＦＦ ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □
0.423ｋｇ－CO2/kwh ・エアコン温度設定最適化 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □

4,489ｋＷｈ 　　計画電力使用量（ｋWh) 1,466 1,466 1,466
↓ 同累計 1,466 2,932 4,398

4,399ｋＷｈ 　　実績電力使用量（kWh） 1,198 1,584 1,531
　　同　　　累計（kWh） 1,198 2,782 4,313

評価
3 自動車燃料使用量 ・アイドリングストップの実行 青柳 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □

　の削減 ・車輌別タイヤ空気圧管理 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □
・夏季以外のカーエアコンの抑制 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □

３%削減（→９７％） 　　計画燃料使用量(L) 2,048 2,048 2,048
6,344Ｌ 　　同累計 2,048 4,096 6,144
↓ 　　実績燃料使用量（L） 7,284 10,498 7,066

6,144Ｌ 　　同　　　累計（L） 7,284 17,782 24,848
評価

4 廃棄物排出量の削減 ・一般廃棄物の分別徹底 青柳 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □
（事業系一般廃棄物排出量） ・コピー紙、雑紙のリサイクル ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □

　　実質使用量(ｋｇ)
　　同　　　累計（kg）
　　実績排出量（kg） 14 16 15
　　同　　　累計（kg） 14 30 45

評価
5 再資源化率の向上 1％改善 各現場所長 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □

（建設リサイクルの推進） 95.50% 　　計画資源化率(％) 96.4 96.4 96.4 □ □ □ □ □ □ □ □
↓ 実質資源化率（％） 95 95 95

96.40% 評価
6 水使用量の削減（事務所） ・配管水漏れチェック 佐藤 ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □

・破砕現場の散水改善（元栓絞り） ■ ■ ■ □ □ □ □ □ □ □ □
1%削減（→99％）

39㎥ 計画使用量（㎥） 12.66 12.66 12.66
↓ 同累計（㎥） 13 25 38
38㎥ 実質使用量（㎥） 12 14 14

同累計（㎥） 12 26 40
評価

7 ・現在施工中の公共工事は３月に竣工予定 池口 □
75点 □
↓ ・民間工事も竣工時に顧客満足度を６月に調査予定

77点

評価

ＮＯ． 評価・確認　月日 評価・確認者 評価・確認事項（定期、臨時） 評　価　・　確　認　結　果　、コ　メ　ン　ト　、　是　正　処　置　等

7 2023/2/28 佐藤 公共工事・民間工事の評価基準 公共工事の評価は3月竣工予定　民間工事は6月に調査予定

1 2023/2/28 佐藤 二酸化炭素の削減に関して この運用期間の３ケ月は大規模な造成現場があり軽油の使用、電気量の契約の方法等で、
昨年を上回る結果となってしまった。現場の規模が原因であるため是正処置はしない。

5 2023/2/28 佐藤 再資源化率の向上 公共工事の工程の関係で「舗装切断水」の数値しか計上できなかったため

注：竣工検査の評価点の向上にて、評価点は公共工事は検査点数、民間現場（ゼネコンの下請等）は顧客満足度として口頭にて質問しレポートにまとめた点数を表記

２０２２年度環境経営計画・実施状況評価
承　　認 作　　成

2023/3/3 2023/2/28

ＮＯ． 項目
年度目標
（運用期間）

達成手段 責任者

×

２０２３年

×

〇

×

２０２２年

実績値把握

○

×

竣工検査の評価点の向上（自
らが施工・販売・提供する製
品、設備、土木建築物等の環
境性能の向上及びサービス
の改善）

-



６．実施体制

承認 作成

 

（回覧ルート）

社長→全部門責任者、環境管理責任者

改訂履歴

改訂月日 承認 作成者

役割・責任・権限

作成　　　2022年10月01日

代表者 青柳

各工事現場（部門責任者）

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境方針の制定
３．環境経営システムの実施および管理に必要な資源の準備
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．効果的で必要十分な実施体制を構築し、役割、責任及び権限を定め全従業員に周知する
６．経営における課題とチャンスの明確化

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する（CPDS等）
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境目標、環境活動計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応の手順書作成、テスト、訓練を実施し記録を作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
６．建設現場の作業員への簡単な教育（騒音、振動、廃棄物、省エネ、省資源、緊急時対応）、指示
　　＊下請等の協力会社作業員含む

従業員
１．環境方針を理解し、部門の環境活動計画に従って活動する。
２．下請等の協力会社作業員も簡単な教育、指示に従って活動する。

改訂数 改訂理由

　 　

　 　

　 　

代表者

佐藤 ひとみ

環境管理責任者

池口 博利

ＥＡ２１事務局

青柳 藍美

実施体制及び責任･権限表

工事部門

責任者

池口 博利

総務部門

責任者

青柳 藍美

安全部門

責任者

前田 典克

営業部門

責任者

前田 典克



７．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

承　　認

（運用期間：2022/11/1～2023/1/31）

ＮＯ．
推 進 項 目

年度目標
（運用期間）

　結　果　確　認 評価 達成の要因
/未達成の原因

二酸化炭素排出量 大規模な宅地造成での軽油

の削減

17,634.23 kg-CO2

↓

17,281.54 kg-CO2

電気使用量の削減
　（二酸化炭素排出 2％削減（９８％）
量削減）

4,489ｋＷｈ 〇
↓

4,399ｋＷｈ

車燃料の削減 ３%削減（９７％）
　（二酸化炭素排出
量削減） 6,344Ｌ

↓ ×
6,144L

廃棄物排出量
の削減
（事業系一般廃棄物 45kg ○
排出量）
再資源化率の向上 1％改善
（建設リサイクルの 95.50%
推進） ↓

96.40%

2 4,313ｋＷｈ

・昨年は公共工事での現場
がプラスされていたが、今
年はカウントされなかった。

・引き続き　意識をもって取り組んでいく

２０２２年度環境経営活動評価書
作　　　成

2023/2/28
佐藤

2023/2/28
青柳

未達成場合の是正措置・予防処置

1 65,278kg-CO2 ×

・現場関係の消費に関しては原因が明確となっているので
引き続き計測し、意識は持たせるように活動していく
・電力使用の効率をあげることが重要。
・建物の断熱性能を向上させることも検討したい。
・電気使用料削減に成功している部署にも断熱化は推進し
たい（水平展開）

昨年よりも勤務地が遠方になって
しまった。

3 24,848L

・大規模な宅地造成での軽油消
費
・昨年よりも現場が遠くなった。

・エコドライブに関して定例会で学習しなおし、ステッカー添
付等で意識は上がっているので、年に一度は繰り返し学ん
で行きたい。
・ただ本期間中は大型造成で軽油の利用料が増してしまい
達成できなかった。
・1月に1台ハイブリッドに買い替え

4 実績値把握

・今後も引き続き計測し、ごみ削減の意識をもって取り組ん
でいきたい。

5 95% ｘ

・公共工事の施工内容が
舗装切断水のみだったた
め

・工事内容によって数値が変わってくるため様子を見ながら
目標値を変えていきたい。



1％削減
39ｍ3 △
↓

38ｍ3

75点

↓

77点

注：竣工検査の評価点の向上にて、評価点は公共工事は検査点数、民間現場（ゼネコンの下請等）は顧客満足度として口頭にて質問しレポートにまとめた点数を表記

報告手順：
担当者が結果確認記入→責任者（環境管理の責任者）が評価・原因究明・是正・対応策記入→代表者

6 水使用量の削減 40ｍ3

・昨年より休みの期間が長
かったためか？

・引き続き意識をもって取り組んでいく

3ケ月の間では測定不能だった。

7

自らが生産・販売提
供する製品の環境
性能の向上及び
サービスの改善

実績なし -

・3月に公共工事が竣工
・慣例として民間に関して
のレポートは6月に提出し
ている。



8.次年度の環境経営目標及び環境経営計画

承　　認 作　　成
2023/3/3 2023/3/3
佐藤 青柳

運用期間相当 運用期間

2021年11月 2022年11月

～2022年9月 ～2023年9月

（排出量） （排出量） （排出量） （排出量） （排出量） （排出量）

総量 総量 2％削減 2％削減 4％削減 6％削減

kg-CO2 100,839.04 95,267.75 98,827.03 93,360.43 96,810.15 94,793.27

2%削減 2%削減 3%削減 4%削減

kWh 16,360 15,146 16,033 14,843 15,869 15,706

kg-CO2 6,969.00 6,447.76 6,829.62 6,319 6,712.67 6,643.47

3%削減 3%削減 5%削減 7%削減

L 37,423.89 35,344.80 36,301.17 34,284.46 35,552.70 34,804.22

４．廃棄物排出量の削減

（事業系一般廃棄物排出量） ㎏ － －

（再資源化率） （再資源化率） 1%改善 1%改善 2%改善 2%改善

％ 96.1 97.2 97.0 96.2 98.0 98.0

（水使用量） （水使用量） 1%改善 1%改善 2%改善 2%改善

㎥ 161 149 160 38 158 37

（評価点） （評価点） （評価点） （評価点） （評価点） （評価点）

点 75 75 76 77 77 78

注：

2)自動車燃料は、建築現場のガソリンと軽油を含む。

4）購入電力の目標は本社事務所と通常現場とする。

5)環境経営計画は２０２２年運用期間と同一とする。

環　境　経　営　目　標

環境経営目標

基準（実績） 年度目標 中期目標

2021年度 2022年度

2023年度
(2023年10月
～2024年9月）

2024年度
（2024年10月
～2025年9月）

通年(2021年10
月～2022年9

月）

通年(2022年10
月

～2023年9月）

１．二酸化炭素排出量の削減

２、電力使用量の削減
（二酸化炭素排出係数：
　　　　　　　0.423ｋｇ－CO2/ｋWh）(注
1)

３、自動車燃料使用量の削減注2

実績値把握

3）当社は化学物質にかかわるものは使用してないので目標としては取り上げていません。

2022年実績より
設定

2022年実績より
設定

５．再資源化率の向上
（建設リサイクルの推進）

６．水使用量の削減（事務所）

７。　竣工検査評価点の向上
（自らが施工・販売・提供する製品，設
備，土木建築物等の環境性能の向上
及びサービスの改善）

実績値把握

1)　購入電力の二酸化炭素排出係数：　国が公表する電気事業者ごとの調整後排出係数を使う。本社は㈱USEN　NETWARKS（0.423ｋｇ-CO2/kWh）
　　建設現場は東京電力（0.443ｋｇ-CO2/kWh）　2020年度実績調整後CO2排出係数



９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

適用される主な環境関連法規などは次のとおりです。

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等）

騒音・振動規制法 特定建設作業の実施

建設リサイクル法 特定建設資材廃棄物の再資源化

神奈川県生活環境保全条例敷地境界線における騒音の規制

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反はあり

ませんでした。なお、訴訟および関係当局からの違反等の指摘は過去３年間ありません。

１０．代表者による全体評価と見直し・指示

（１）全体評価

エコアクション２１を構築し、3ヶ月の運用期間を経て目標の達成状況、計画の実施状況及び

法規等の遵守状況を見る限り、十分とは言えないものの主要な環境活動は概ね実施できた。

従って環境経営方針は変更しないが、活動テーマによっては改善の余地が残されおり、今後

社員が一丸となってシステムの充実と改善に取り組みます。

（２）見直し・指示

　（２）－１．環境経営方針

今回策定し、活動を開始した環境経営活動の方針は、現在のままの形で変更しないこととする。

　（２）－２．環境経営目標、環境経営計画

①二酸化炭素の排出では、電力使用量の削減はぎりぎり目標を達成したが、ガソリン使用量の

削減は目標を達成できず、結果的に両者合計の二酸化炭素排出量は目標を達成できなか

った。1年をスパンで見るとどうなるのか？来年度の目標達成につなげていく。環境経営

目標、環境活動計画は変更しない。

②従来、廃棄物排出量を把握していなかったが、分別の徹底と定量把握ができたことから来年

度の目標設定が可能となった。新たに排出量削減の目標を設定する。環境経営計画は変

更しない。

③水使用は、トイレや手洗いのような生活用水の使用に限られているので現状より削減する

ことは実際上難しいが、節水意識を忘れないようにして使用量が増加しないように努める。

④システム構築に際し、該当法規など等の調査検討に注力した結果、適用事項が明確になり、

取り組むべき対象が具体的に把握できるようになった。

今後とも新たな法規制情報の収集に努める。

　（２）－３．実施体制

従来から業務執行のための構築されている組織体制を基本的に変更することなしに設けた

ＥＡ２１推進のための現行の体制を変更することなく維持する。


